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はじめに添付品を確認してください。

下記添付品・付属品が揃っている事をご確認ください。

万一、欠品などがございましたら、ご購入先にご連絡をお願いします。

Seav-15f本体 ACアダプター

VFD カスタマディスプレイ

一体型用スタンド

「Seavシリーズ取り扱い説明書」をご覧になってください。

必ず、添付品の「Seavシリーズ取り扱い説明書」をご確認の上、各機器の接続設定を

行ってください。

本体背面 I/Oカバー

取扱説明書保証書

このたびは弊社の製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

本書と合わせて「Seavシリーズ取り扱い説明書」をご覧になり、本製品を使用する準備をしてください。

COM1(シリアル 12V)

RJ45(本体側)からD-sub9pin

変換コネクタ

「Windows 10 IOT」について

本製品にプリインストールされているWindows10 IOTには、Microsoft edge はインストール

されていません。

Web Browserはスタート＞すべてのアプリ＞Windowsアプリ内に、「Internet Explorer」があります。
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15in タッチディスプレイ

電源ボタン

ドライブ
インジケーター

内臓スピーカー

USB
3.0

SSD

□ 寸法 □ 仕様

概要・寸法・仕様
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上部 USB3.0、2.5in SATA Storage（SSD / HDD）

カバーは、本体中心部方向を押し下げながら、
窪みに爪をかけ、外側に引き出す事で外れます

USB3.0 SSD

本体(ディスプレイ部)とスタンドの取付

本体（ディスプレイ部）とスタンドは、VESA100mm規格のネジ（＋）穴4か所で止まっています。
また上部にヒンジがあり、引っ掛ける構造となっているので、下部2か所のネジを止めるだけで固定
が可能です。
※スタンドは中空構造となっており、配線ケーブルを通す事が可能です。また、スタンドにはシス
テムパーツがない為、スタンドを使用しないで、VESA100mm規格のディスプレイポールやスタ
ンド（耐荷重5kg以上を推奨）を使用する事も可能です。

本体上部に、USB3.0と、着脱が安易な2.5in SATA Strogeスロットがついています。
※SSD/HDDは、通常時は抜差ししないでください。また、メンテ等で抜差しする場合は、本体電
源を切り、ACコンセントを外してから作業を行ってください。故障の原因となる場合がございます。
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I/Oボード

本体背面下部、I/Oボード 、USB24VはUSB通信とDC24Vの電源供給を行えます。
RJ45（COM1）はシリアル通信とDC12Vの電源供給が可能です。
・ドロアポート(12V/24V)、・D-sub9(5V/12V) x 2(COM2 COM4 )はBIOS設定により
給電が可能です。（出荷時状態は給電されません）

ACアダプターの接続

I/Oボード左端にACアダプターをカチッと音がするまでしっかりと差し込みます。

※ コネクタ部分に記載されている矢印を、本体側にして差し込みます。

ACアダプターの取り外し

ACアダプターを取り外す場合、コネクタのシルバー部分が見える様に、カバー部を爪で引っ掛け

て、手前方向へ引きながらケーブルを手前に引いて取り外します。
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電源ランプについて

I/Oボード カバー

付属品のI/Oボードカバーの青枠部を外します。外す場合、ニッパ等で綺麗に切り取って

ください。手で外すと下図の赤枠部分にバリが残りますので、ヤスリ等で綺麗にしてください。

※バリがあると、ケーブルを傷つけたり、手にケガをする原因となります。

I/Oボード カバーの取り付け

本体に各種配線を差し込んだ後、I/Oカバーを取り付けます。

I/Oカバーは青丸部分に爪がありますので、爪を本体に差し込んだ後に、赤丸部分をネジ（＋）で

2ヵ所を止めます。

アダプターのコンセントを、AC100V

(またはタップ等)へ接続します。

※ACアダプター正常稼働時、グリーンの

ランプが点灯します。

ACアダプター通電

本体電源「OFF」 赤色点灯

ACアダプター通電

本体電源「ON」 青色点灯

本体電源「ON」

ドライブ読込時、オレンジ色点灯
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Seav-15ｆ(オプション)VFDカスタマディスプレイスタンドの取付

ネジ(＋)止め2か
所

ディスプレイ部のケーブルは
ポール内部を通します。

VFDカスタマディスプレイの組み立て

ディスプレイとポールを
接続します。

カスタマディスプレイスタンド
とポールを接続します。

COM1 COM2 COM412V

VFDカスタマディスプレイケーブルの接続

スタンド内部を通したケーブルを、本体I/Oボード「RJ45(COM1)」へ接続します。
※通信と給電を行いますので、カスタマディスプレイにAC電源は不要です。

ディスプレイスタンドと、本体スタ
ンドは下記の様に接続します。

ディスプレイスタンドと、
本体スタンドをネジ止めします。
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ポール2段使用時（510mm）

VFDカスタマディスプレイ設置（例

VFDカスタマディスプレイ独立使用
注）Seav-15fとの接続はUSB接続
で通信を行い、別途ACアダプター
が必要となります。

ポール1段使用時 （360mm）
※ポール未使用時（215mm）

VFDカスタマディスプレイ（BC-VF3100）寸法・仕様

□ 寸法

□ 仕様
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I/Oボード 各種周辺機器 接続（例

バーコードリーダー

AC
アダプタ

サーマル
プリンタ

LAN

カスタマ
ディスプレイ

決済端末

配線（例

COM1 COM2 COM4
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タッチ操作の最適化- ①

① コントロールパネルを開いて「ペンとタッチ」を押します。

② ペンとタッチ「設定」を押します。 ③ 「スピード」を［遅い］にして「OK」後、

ペンとタッチ画面に戻りますので、適用を押します。
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タッチ操作の最適化- ②

① コントロールパネルを開いて「システム」を押します。

② 「システムの詳細設定」を押します。

③ 「パフォーマンスを優先」にして「適用」後

「OK」を押します。

初期設定の場合、ポップアップウィンドウが開く際の効果がふゎ～っと出るように









2016/9/20


